モデル例シンプル版
各家庭の対応
自主防災組織の対応
平時の備え
〇地区防災計画の配布・共有
〇防災訓練（避難訓練・資機材チェック、避難所の運営、消火訓練等）
〇防災まちあるき
〇避難行動要支援者の支援体制確認と避難訓練
〇地区防災計画の見直し
〇家具の固定、家の耐震補強実施
〇避難タイミングと避難先の検討
〇情報収集手段の確認
〇自宅が被災した場合の避難生活を送る場所の検討
〇日常備蓄の推進
　（食料・水・携帯トイレ等）



（１）基本方針
〇「自分の身は自分で守る（自助）」が第一。
〇自分や家族の安全が確保されたら、隣近所などを助けに行く（共助）
〇避難行動要支援者（自分だけでは逃げられない人）は、あらかじめ定めた方法で支援。
（２）地区の災害リスク
【地震】
・古い家屋やブロック塀の倒壊が懸念。
・家が密集しているため火災による延焼が懸念。
【風水害】
・〇〇川の氾濫による住家被害の恐れ。
・〇〇地域で土砂災害の恐れ。

〇〇市（町）〇〇地区防災計画
（令和〇年〇月作成）

基本方針と地区の災害リスク


会長




地震時の対応
〇安否確認や被害に関する情報収集
〇初期消火・救出活動　
〇負傷者の手当・搬送
〇避難所の開設・運営
〇避難行動要支援者への支援
〇物資需要の把握　〇給食、給水
〇感染症対策　〇防犯
〇トイレ・ゴミ処理　など
〇自分と家族の安全確保
〇ブレーカーを落とし、ガスの元
栓を閉めて避難場所へ避難
〇隣近所で助け合い（初期消火、救助など）
〇自宅での生活が難しい場合は、避難所（安全な場所など）で避難生活










自主防災組織の体制

風水害時の対応
会長・副会長と各班長を中心に住民全員で対応





〇災害リスクが高まる情報を入手した場合、住民へ早めの避難を周知
〇常に最新情報を入手し、適切なタイミングで避難
〇避難行動要支援者を避難所等へ移送



※情報収集と早めの避難が重要
〇高齢者や妊婦など、避難に時間を要する方がいる場合、市(町)から発令された警戒レベル３で避難所等へ避難
〇市(町)から警戒レベル４が発令された場合、周囲の安全に留意して避難所等へ避難






〇まち歩きを実施することにより次の場所（箇所）を把握し、地図を作成（写真やシールでオリジナルのマップを作成）〇〇市〇〇地区防災マップ（令和〇年〇月作成）


【場所】
・安全な場所
・災害時に役に立つ場所
・危険な場所
・避難所・避難場所・避難路
・生活用水が確保できる場所　
・道路寸断の恐れがある箇所
・孤立の可能性がある集落
・ヘリコプター・ドローンの離発着場
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など
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  〇〇市 （町） 〇〇地区防災計画   （令和〇年〇月作成）  

    （ １）基本方針   〇 「自分 の 身 は 自分 で 守 る （ 自助） 」 が 第一。   〇自分 や 家族 の 安全 が 確保 されたら、 隣近所 など を 助 けに 行 く（ 共助）   〇避難行動要支援者（自分 だけでは 逃 げられない 人） は、あらかじめ 定 めた 方法 で 支援。   （２） 地区 の 災害 リスク   【地震】   ・古 い 家屋 や ブロック 塀 の 倒壊 が 懸念。   ・家 が 密集 しているため 火災 による 延焼 が 懸念。   【風水害】   ・〇〇川 の 氾濫 による 住家被害 の 恐 れ。   ・〇〇地域 で 土砂災害 の 恐 れ。  
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〇 家具 の 固定、家 の 耐震補強実施   〇 避難 タイミング と 避難先 の 検討   〇 情報収集手段 の 確認   〇 自宅 が 被災 した 場合 の 避難生活 を 送 る 場所 の 検討   〇 日常備蓄 の 推進     （食料・水・携帯 トイレ 等）    
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〇 自分 と 家族 の 安全確保   〇 ブレーカー を 落 とし、 ガス の 元   栓 を 閉 めて 避難場所 へ 避難   〇 隣近所 で 助 け 合 い （ 初期消火、 救助 など）   〇自宅 での 生活 が 難 しい 場合 は、 避難所（安全 な 場所 など）で 避難 生活  
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風水害時 の 対応  

※情報収集 と 早 めの 避難 が 重要   〇高齢者 や 妊婦 など、 避難 に 時間 を 要 する 方 がいる 場合、市 ( 町 ) か ら 発令 された 警 戒 レベル３ で 避難 所等 へ 避難   〇市 ( 町 ) から 警戒 レベル４ が 発令 された 場合、周囲 の 安全 に 留意 し て 避難所 等 へ 避難  

〇災害 リスク が 高 まる 情報 を 入手 した 場 合、住民 へ 早 めの 避難 を 周知   〇常 に 最新情報 を 入手 し、 適切 な タイミ ング で 避難   〇避難行動要支援者 を 避難所等 へ 移送        
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